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わが国の原料炭資源の展望

②

原料炭の性質

普通原料炭といわれているものほさきに述べたよう

に製鉄用原料炭のことでこの場合ほとんど高炉用

コｰクスの製造に使用されている.原料炭の性質を述

べるまえにまず高炉用コｰクスの一般性質について概

述することにする.

高炉用コｰクスに必要な一般性質

高炉用コｰクスの晶質について日本工業規格(J1S)によ

れば

①灰分はユ0%から18%まででこれを5段階に細分し

②強度は回転強度(15mm指数)80弛以上

⑨澄度は25～100刷㎜

④反応性はややよいもの

⑤揮発分は2%以下

⑥硫黄分は0.8%以下

と規定されている.以下さらに詳しくこれらの諸項目につ

いて科学技術庁資源調査会および鉄鋼連盟の資料(昭和36

年)にもとづいて述べてみよう.

(1)コｰクス水分

コｰクスは普通少量の水分を含んで〉･るものでこ

の水分の量が高炉に装入するコｰクスの量に関係して

いる.それで水分はできるだけ少ないことが望まれる,

須貝貫二

分を鉱宰として炉外に排出するために石灰石をも装入

してv･るがコｰクスの灰分カミ多くなると装入するコ

ｰクスの量を多く必要とするとともに石灰石の量も増

加する.したがってこの石灰石を溶融するに必要狂

熱量分のコｰクスをさらに余分に装入しなければなら

ない.第11図はコｰクスの灰分とコｰクス比(銑鉄

1トンをつくるに要するコｰクスの㎏数)との関係を

示したもので灰分カミ多くなるとコｰクスの所要量は

急激に増加する.高炉で銑鉄を能率よく大量に低

コストで生産するためにはコｰクスだけについていえ

ばコｰクス比×コｰクス価格を最小にすること淋望ま

れる.コｰクス灰分はコｰクス比とコｰクス価格の

いずれとも癌接な関係があって適正値を求めることは

困難とされて1いるが現在わが国ではコｰクス灰分

がおおむね10%内外である.1

(5)コｰクス中の燐(亙)と硫黄(S)

コｰクス中のPもSもいずれも高炉による製鉄には

有害である.原料炭中のPはそのままコｰクス中に

のこりさらにその全量が銑鉄に入る.またコｰク

ス中のSは鉄鉱石やその他の装入物申に含まれている

Sとともに高炉内でその94%が脱硫されるカミ残りの

6%はどうしても銑鉄の中に入ってくる.したがっ

(2)=1一クス灰劣

コｰクスには普通1%程度の揮発分を含んでいるの

で灰分の多少は直接国定炭素の多少ということ紀匁

りコｰクスの燃料と還元剤としての棚値に大嘗く影響

する.高炉では鉄鉱腐帯の不純物お灘一クスの豚
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第11図コｰクス比とコｰクス灰分との関係

(八幡製鉄所の資料から)

てPもSもできるだけ少ないことが望まれる.

(4)コｰクスの粒度(大きさ)

コｰクスの粒度は高炉内における反応速度に欠きた

影響をあたえる.高炉内の通風をよくするためには

粒がそろっていてしかも粉カミないことが望まれる.

コｰクスの粒度は･原料炭の性状やコｰクス炉の操業

によって左右されるが壊裂強度(後述)の高い原料炭

を使用してさらに高炉に装入するまえに節分けする

ことで粉を少在くすることが可能である.粒度は炉

によって多少の差はあるカミ普通直径55～57mm程度

になるように調整する.

(5)壌裂強度

コｰクスカミ鉄鉱石や石灰石とともに高炉に装入さ

れこれが炉の底に落下する聞に破砕して粉化しな

いととか必要である.コｰクスの壊裂強度というのは

その堅さをあらわす用語で日本工業規格(JIS)では

つぎのように規定している､

`三コｰクスの試料約且0晦を使用してこれを回転器内

で王公駅饒5回転の速度で壌分閥回転密せた後ユ5

mmの籠で鯨分げ試料ぽ対する飾上の饒一クスの重量

1トン

鉄鉱石･石灰珊

二㍗(鑓)鰯)S1]
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第12図製鉄過程における硫黄の動き

(科学技魯庁資源調査会および鉄鋼連盟の資料による)

を百分率であらわしたものをその壊裂強度とする."

現在わが国のコｰクスの壊裂強度は300トン高炉

程度では90%以上700～1,000トン高炉で92%以上15

00トン級の大型高炉では93%以上を要求されている.

壊裂強度はおもに原料炭のコｰクス化性と配合割合

いおよびコｰクス炉の操業によってかわってくる.

上に述べたように高炉用コｰクスに必要な性質は種

々あるカミこれらの性質を満足させるにはどのような

原料炭を使用したらよいか.以下このよう衣原料炭

の一般性質について述べることにする.

製鉄用原料炭に必要な･一般性質

(1)湿分

原料炭の湿分はコｰクス炉に装入する装入炭の歩止

まりに直接関係するとともに過大または過小の湿分は

原料炭の取り扱いを困難にする.また装入炭の水分

にも影響をあたえひいてはコｰクス炉の温度乾留

時間コｰクスの粒度と壊裂強度にも関係してくる.

/2)粒度

鴛一クス炉に装入する原料炭の粒度はコｰクスの粒

度と壊裂強度に関係するカミ切込炭(選炭しない石炭)

閑纂

の目録有明炭鎮(三池炭閏)�
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や微粉炭は作業上好ましくないとされている.原料

炭は普通コｰクス炉に入れるまえに粉砕されるので

原料炭の粒度がコｰクスの晶質に直接関係するような

ことはたい.

(5)灰分

コｰクスの灰分は原料炭の灰分と揮発分によって決

まる.原料炭の灰分は少ないほどよいことはいうま

でもないがコｰクスの灰分は原料炭の揮発分とも関

係カミありさらにコｰクスをつくるには数種類の原

料炭を配合したものを使うので原料炭としてどの程

度の灰分力茎適正かは一概にはいえない.しかし在カミ

らさきに述べたとおりわが国では現在コｰクス

の灰分は10%程度が適当とみなされているのでコｰ

クス炉に装入する原料炭(配合炭)の灰分は10%以下

にとどめなければなら在い.

(4)揮発分

原料炭の揮発分はコｰクスの歩止りと灰分とに直接関

係する.数種類の原料炭を配合してつくった装入炭の

揮発分はコｰクス炉の操業コｰクスの歩留りや晶質

などを考慮して普通28～3脇程度カミ適当とみ衣されて

いる.

(5)硫1賛(S)と燐(P)

原料炭のSとPとができるだけ少なV'ことが望まし

いことはさきに述べたとおりであるが問題はこれ

らかどの程度まで許容されるかということである.

Sの許容盤第12図は原料炭から銑鉄までの間に

おけるSの動きを示したものである.この図で高炉に

装入する原料物(鉄鉱石･石灰石･コｰクス)中に含ま

れるS(5kg)のうちでコｰクスからのS(3.7k6)

は約その70%を占めている.したカミって高炉での

脱硫率がさらに向上Lない限り銑鉄中のSを0.03%

(0.3kg)程度にとどめるためにはコｰクスのSは0.6

%を越えることができない.装入炭のS(5.6kg)も

コｰクスのSの値に近い値なので0.6%位カミ限度であ

る･しかしなカミら装入炭は数種の原料炭を配合して

つくれるのでSの含有量の少ない原料炭カミ使用されれ

ばそれに相応する高硫黄の原料炭を使用することカミで

きる.

原料炭中のPこれはコｰクスの中にほとんど

全量残りさらにそのまま銑鉄の中に入ってくる.現

在では普通製鋼用銑をつくるには原料炭中のPは

あまり問題にならない沸低燐銑やノジュラｰ用銑をつ

くるときには低燐の原料炭を使用する必要カミある.

選炭場と貯炭場の全景(三池炭鉱)

(6〕壊裂強度

高炉用のコｰクスをつくるには現在もっぱら粘緒

炭に依存しなければなら恋い状況で原料炭のコｰクス

化性は製鉄用原料炭にとってもっとも重要な条件で

ある.原料炭はこれからつくったコｰクスの壊裂強

度によって便宜上90%以上を強粘緒炭50～90%を弱

粘緒炭といっており日本工業規格による石炭の理論的

分類のB･級のものが強粘結炭にB2からC級炭のもの

が弱粘結炭にほぼ相当する.普通製鉄用のコｰクス

をつくるには強粘緒炭と弱粘緒炭とをそれぞれある

割合いで配合したものを使用するがこれら両者の配合1

割合い(強弱比)をいかにするかカミきわめて重要なこ

とである.わカ掴では普通強粘結炭を46～50%程

三川鉱のスタイング払の下浅(三

漕僕鉱)�
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第4表配合原料炭の1例

(日本鋼管の資料による)

度使用している.上述したように原料炭としての不

可欠な条件はまず粘縮性をもってv'ることであ亭･

それでは石炭の粕緒性ということはどういうことな

のか以下これについて述べてみよう.

石炭の踏締性

一体石炭のいかなる成分力茎粘結性に関係している

のかという問題につv'ては古くから多数の研究があ

るがここでは新村唯治の研究結果(燃研研報No.13

1932)にもとづいて述べよう.

ピリジン･クロロポノレム･揮発油･エｰテルの4溶剤

をつかって石炭から下に示したようにαβγ

(γ1他7S)の各成分を抽出した.

第5表原料炭の年度別配合割合(形)

�配合比率��配合比率(%)���桶����強粘緒炭�������弱粘結炭��

炭糧銘柄���A��B�国���外国���国内�計�外国���四国��

������年嵯�米国�豪少1･�カナダ�その他�小計���祭州�ヒ海道�九外�その他�小計�計

�米国炭��29.6��28,7���������その他�����

���㈷�㈮�������������㌮㌉������

�カナダ炭�H�14.2�ト�8.6�28�34.3�■�■����������

強粘結炭����������8.3�42.6�7.4�50.0�4.9����45.1�50.0

�ソ遵炭�①'��ド���������������

��岨�2.7�山�ユ1.0�29�37.3�…�一�6.4�43.7�8.2�51.9�O.1����48.O�48.1

������30�35.8�'�一�5.0�40,8�7.4�48.2�.�����

�豪州炭��12.6��9.4�������������51.8�51.8

������31�34.3�O.4�…�8.3�43.0�6.0�49.0�O.3����50.7�51.0

�夕張系炭��38.8��38.6�32�36.6�2.0�一����������

�(轍大爆)���������5.4�44.0�5.7�49.7�1.5����48.8�50.3

弱粘結炭��蜆��N��33�37.8�0.5�一����������

�搉�������������㈮����㌉��

�大島炭�寸��寸���������������

���2.1��3.6�34�3&4�工.7�I.3�3.0�44.4�3.3�47.7�2.2����50.1�52,3

�(西九州)�����35�33.5�6.6�3.8�4.6�48.5�1.9�50,4�3.2�21.8�24.6�一�46.4�49.6

配合原料炭������36�33.8�9.5�3.2�5.5�50.0�0.8�52.8�6.1�20.5�20.6�一�41.1�47.2

���`日本鋼管の資料に上る)���37�31.9�11.6�3,2�6.5�53.0�0.3�53.5�5.3�21.0�19.8�014�41.2�46.5

磁螢以[鴛竃簑瞳⑭)クロ榊[駕瓢)

鍵[鴛竃器)ゴ空1鴛鴛､

これらの成分のうちで粘緒性に関係のあるのはγ

化合物(ビチュｰメン)で7･化合物(炭化水素を主成

分とし少量の樹脂質成公を含む)は粘着作用を72と

γ3の両化合物(樹脂成分)ほ膨脹作用をもっている.

γ化合物(100%)中の各成分の含有割合はγ150～60

%γ220%土γ320～30%で弱粘緒炭から強粘結

炭の石炭で大体似たような値を示していいる.

γ化合物(ビチュｰメン)の含有率は石炭(無水･無

灰基)中7～18%程度であるがC級炭からB･級炭へ

と炭化カミ造むにつれてその量を増しさらにBユ級炭(強

粘緒炭)へと炭化が進むと反対に11～14%と減少す

る.他方抽出残添物であるα,β両化合物(フミン

質)は非軟化成分(繊維質)でその含有量は石炭

(無水･無灰基)中82～93%を示し石炭の大部分を占

めている.この繊維質の部分が強靱であるか脆弱

(日本鉄鋼連盟の資料による)

であるかがコｰクス化桂に対してきわめて大きな影

響力をもっておりその強度は無煙炭(A｡,A｡級炭)

でもっとも高くついでB1級炭B｡～C級炭の順となっ

ている.したがって壊裂強度の高いコｰクスをつく

るためには繊維質部分(α,β化合物)が強靱で粘着

成分之γ化合物)の含有量カミ適当であることが必要条件

となりこれら両者の均衡がよくとれたものが強粘結

炭となるのである.

こんらの静性質を考慮して数種の原料炭を適当に組

み合わせいわゆる相性のよいコｰクス用原料料炭をつ

くる.たとえば中揮発分の米国炭と筑豊炭低揮発

分の米国炭と石狩炭または西九州炭(高島炭など)は

よい組み合わせとなっている.なお配合炭の1例を

示すと第4表のとおりである.

第13図は壊裂強度と配合炭の強弱比との関係を示し

たもので現状では強粘緒炭を40%以上配合する必要

のあることを示してV･る､また第5表はわカ酒に

おけるコrクス用原料炭(輸入炭を含む)の配合割合い

を示したもので年ごとにしだいに輸入強粘結炭の配

合割合v･が増してきていることがわかる.

壊90

裂

強

度70

強緒詰炭配合割合

瀦織･loo

第13図強粘結炭配合と壊裂強度(八幡製鉄所の資料から)
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策6表国内炭を利用するコｰクス製造法

����(資r帳披挿I;武勇集戸斤オ寺†炎雄技呂`よる)

��コｰクス製造法�内容の概略�

��強粘詰炭の配合法�従来から製鉄(高炉〕用のコｰクスをつくるための方法ですで1二実施されている粒度調整法を併用.�

��低揮発分不活性物の配合法�鋳物用コｰクスをおもにつくるための方法でX炭半成コｰクス(コｰライト法)粉コｰクスオイルコｰクス酸化炭半渥背炭半無糧炭煽石などを配合する.強拍緒炭の節減コｰクス強度の改良を目的とし現在も実用されている粒度調整法右併用�

�配合法�一般炭の配合法�磐近とくに塗呈されしいる一盤炭をなんら特別の処理をすることなく薮入戯の一部として混踊する搬1ある蕊撫鉄(鎌)では螂発分強粘繊の配舗合が高1なった場合の炉内膨張圧を抑制す差ために研究した･装入炭の炭租を適当に選へば一般炭を一〇%を限度として配合する一とが可能である.�

��粉鉱眉の繧己合法(7エロ･コｰクス〕�八鰯製鉄で製造試験高炉で試験された.�現κ11I般に使欄されているコｰクスがによる方法でコｰクス用原料炭の使用範囲の拡大コｰクス強度その他の桝.状を改良均質化し炉の生産性の向上等をねらいとする方法･である.

��石灰の配合法(カルク･コｰクス)�高揮発分炭よ1〕のコｰクスの強度が向上するといわれている.�

��膨潤炭の配合法�資源技術試験所で開発され､菱窯試験が行われた.�

��成型炭一部配会法�最近ξくに注目されているもので笑窯試験が行われた装入炭の一部を成型炭とレて地合して裟人する方法で八幡製鉄において研兜されている.適当な条件下で弱粘結炭を玉体とする竺㌶漱製熱鍍総鍬驚灘撒駿膿い碧平のコｰクス嚇のコ�

現行コｰクス炉に.よる方法�成型炭配合法�*成型炭全量装入法�西トイツで開発(ザｰルの燗柵縞炭60}75%非榊緒炭25%アｰヘンの強粘締淡20-15%を挫含)畿型機が伽雌で虹椴の蔵蝦投が征炭トン歯リ約300円とみこまれること現行のコｰクス炉が利用できξこと､原料幟入度が商いので従来の方式に比べてトクズ榊生酬1を約10髭継搬嘉萸灘鱗予斐雛雲犠干とすることが特徴㈱榊斤鮒八幡製鉄で�

��装入炭嚇年法(4ユズストτン嚢)�羽些の劔織成分の破砕怖の塞異を手1蝸し㌧榊度を調幣する方訟フフンスで1捌炎きれ外囲では数].場で実施されている弱卒■,j緒皮や釧1鮎総映を党とすることなどが特一である.�

�装入炭調整技術�粒度鯛蜜法�寧辣な撒痩調整法によっ(淡八徴の裟人帝度の端大をはかリコｰクス殖…度の期大均質fヒをねわいとする.蕊→=鯉ま共雀1断で闘錐され{見イ1…大功砿されて一る.�コｰクスの強度の向上均質化をはかるために併用される技術

��油添加法�遮池添カlH二よみ効央はコｰクス密度と副確守勿の端カllにあるがアメリカでは粒度調整法との伽=月1で炎施している.わが固では八晴･常=1:醐鯉鉄全'±をはヒめ缶製鉄所で検討された.�

��スタンピング法�ソパコ法との併胴でフフンスにおいLおもに実地されているわが間では鋳奇勿用コｰクス懐遊のため利欄されている.�

��*予熱炭装入法�装入嵐をあらかヒめ1ΩO,300`Cに加熱してコｰクスがに装入する方法一般炭の刷合最を増大させ泌化時間を短箭させるためコｰクス炉の妓雄怖が増大するなどの利点がある7ランス.アメリカで1瑚発の先へんがつけられたが現で■17ランス日本などで開発中資拓技術斌験所生盃淡技術研究研で研究し理子11輸入強辛1憎赦の配合昆を40%以下一般炭を10-30洲洲町能の胤j曲Lを見た.�

��ビ･7チ使用成独乾留法�鉢物岬コｰクスとして帥々の商品名で怖販突州化されている､�

現行コｰクス炉によらない方法�成搬炭乾留法�加熱成型乾留法･�弱柵繕炭を主とする猟科災を粉砕熱分解温度世近(舳1.C±)に加熱し柑結剤(ビンチ)を用一すに加熱成型し高温のまま次の繍炉で乾鮒るソ1群で開発蛾が進められて剛･フンスオンドでも研究されている.わが名でも資繍矧;繊所その他で非袖結炭を三原料として淋究が逃められている.�

��高圧成型乾留法�豪州で練炭を原料として高圧のもとで成型し乾留する方法で憎不同国で開発中�現行のコｰクス炉によらない方法を開発しようと世界各国が努力Lている.この事は現行のコｰクス炉の設備投がきわめて高額であることにも原因している.

��流動乾留法�粉炭を流動状鰭で低温または中洛で乾留し粉状のチャｰガス低タｰルを得る方法�

��白熱乾留法�チエン･グレｰトストｰカを隔いて乾留する方法でカナダでカｰバイド用コｰクスの製造を目白･として.わが国でも試験を1施�

��回転炉床式乾留法�ビｰハイブ方式を連続したものでアメリカで開発中�

(資{帳{斐挿i;武勇集戸斤木寿寸炎雄一技'自一による)

*科学技術庁資源調査会の石炭利用技術開発に関する勧告(蜘2号)昭和38年7月〕において当面推進させなければならないコｰクス製造技術

第7表採掘上の問題を考慮した埋蔵炭盤の区分とその

���1繧版:i趾ン〕

埋蔵炭屋の純穎�定銑�全石炭理残置�B3B.C毅

���炭の埋蔵量

�'…山^山止'11■一■一1��

理譲埋蔵炭鼠�理鏑に鮒される上1峨鮒�2n.8�工31.2

�凹■一一I…山^��

理論不可掘���

雌蔵炭鮭�灸奮地およびこれに言附る区域､鉱1珊1隔地等のうち採掘不可能区域の埋��

�蔵蝿�9.4�5.6

理論可採���

地蔵炭娃�繊可能区域の峨糊�202.5�]25.6

安全炭量�確化炊岨第]類111王および碗杜炭置第]瑚乙串の腕比灰直第1簸のっち調維の袖雛よび鰍1燃11あ■緒鮒･皇1づ11壷少1見込んだ鰍の搬1なる灰虹をいい一れと理錨町側慨蔵版量との北埼{を百分率で表わしたものを安全辛という�糾.3�26.5

実収炭逮�安全炭量のうち実際に煉撫し得る炭最をいいこれと安全炭錠との比率を��

�百分率で表わしたものを炎収呼…という�3I.8�19,O

強粘結炭以外の弱粘緒炭や非粘緒炭および褐炭を

原料として冶金用コｰクスとくに製鉄用コｰクスを

つくる研究は世界各工業国において鋭意続行されてい

る.わカ主国においても関係各試験研究機関によって

国内炭(主として弱粘結炭)を利用するコｰクスの製造

第8表確実度別の理論可採埋蔵炭鑑

(単位:億トン)

炭及

輔奨贋別

確定炭量

推定炭鐙

予想炭盤

計

全石炭埋蔵量

��

㈹�

���

㈰㈮�

Bl,B2,C級炭の埋蔵量

㌶�

��

��

���

に関する試験･研究がさかんに行なわれ

それらのうちのあるものはすでに成功

している､第6表はこれらの試験･

研究の概要を示したものである.

埋蔵撮

わが国の石炭の埋蔵量については戦前からいく度も

計上されたがもっとも新しいものは石炭局によって

昭和25年度から30年度にわたって6力年の歳月を費や

して行なわれた全国埋蔵炭量炭質統計調査による資料�
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策9表炭田別炭質別趨蔵'炭量

�瑚1����������単立1000ト/�

�炭貨質別囲別������理詰可採埋蔵炭量および葵収炭量�����

���黒煙炭��漉青炭��亜澆�曹炭��褐炭��全長量に

��Al�A｡�Bl�B｡�C�D�E�F｡�F�計�対する比率

������─

�天北��������1,002,979�1,3-7�1,O04,296�4.96

��������������㌴��㈮㌹�

北�留萌����2.076�85,394�23基｡351�180,414���562,235�2.48

�����(734)�(10.18工)�(35,247〕�(18,374)���(64,536)�

����㈸�����㈮〳�

�石狩����3,205.858�2,219.921�622,947�167,064���6,390.042�31.56

海����(8,733)�(417,475)�(396,092)�(108,184)�(16,693)���(947,177)�(29.80)

�釧.路�����136,308�789,034�亘.04婁,星9i���1,967.533�9.71

������(30,845)�(79,572)�(1㎎,曼18)���(214,935)�(6.76)

遣�その他���20.751�2,250�6,718�25.403�1路.142�24,854��203,n8�1.00

�����������〴�����㈱�㈶���

�小計���195,033�3,210,154�2,448.34i�1,671,735�1,512.811�1,027.833�ユ.317�10,067,224�49,72

����〉��〳�㌷���㈹㌰㌉�㌰��������㈸����

�常磐����116,583�85,525�185,386�570,720�105,089�319�1,063,622�5.25

�����(31,742)�(31,642)�68,187)�(155毒ヲ94)�(10,906)�(140)�(268,4ω�

��6,131����������(8.45〕

本�本土東部��0�761�32,709�22,818�73.723�坐､880�8,503�31.718�221,243�

������������

����(132)�(氏411)�(1,503)�(5,427)�(3,522)�(389)�(1,346)�(20,800)�(O.65)

�宇部�������655,955���655,955�3.24

���������������

��㈬�㌉��������

�犬嶺����������182,853�

����㌩�������

����������

��39,420����������(1.42〕

土�本土西部��3,520�3,048�2,573�2,121�O�13,167�37�16�63,902�O.32

��8275)�(391)�3躯)�(432)�201)�0�78工�16�o〕�16499�033

�小計�228,404�3.520�3,809�工51,865�110,兵64�259,109�!,2滋,722�113,629�32,053�2,187,575�1O.80

��56428�(391)�526�(3761δ)�{33,薯46〕�岨614}�(315296)�11311)�(1495)�(500022)�1573

�峠幽工､旦��256,746�9,164�114,406�工､315,699�711,752�77,010�9,985��2,494,762�12.32

���(74,032)�(1,979)�(43,296)�(429,626〕�(225,棚6)�(13,075)�(1,113)��(788,12?)�(24.80〕

�福岡����10,274�119,720�54,223�1,163���ユ85,380�O.92

�����(4,341)�(37,552)�(23,496〕�(96)���(凧485)�(2.06)

九�三池���7,649�1,668,858�5.995�����1,682,502�8.31

����(128〕�(ユ41,140)�(278)�����(141,546)�(4.45)

�麿淳��885�36,193�81,547�705,393�55,256�7,134���886.408�4.38

���(92)�(865)�(1,937)�(15,801〕�(7,701)�(1,448)���(101,034)�(3,18〕

�佐世保���92.355�46.375�506,397�238,257�41,630�194�L193�927.272�4.58

����(11,727)�(6,172)�(刎,247)�(19,501)�臥115)�(23)�(311)�(83,320)�(2.62)

�崎戸松島���67,645�531,573�435,864�����1,035.082�5.11

�����������㈬������������

�高島���24,036�602,761�3,198�����629,995�3.11

����(7,208)�(71,135)�(562)�����(78,905)�(2.48〕

州�天軍�?3.947���������73,947�O.37

��(工0,644〕���������(10.6{4)�(O.34)

�その他�1,260�O�O�102�53,059�4,566�ユ6,652���?5,639�O.37

��100���13〕�13152�360�(4764���19389〕�O.61

�小計�75,207�258,502�237,0{2�3,055,896�3,145,325�1,064.054�1{3,58§�10,179�1,193�7,990,987�39.47

��10764�(?4348)�28141)�(3工8633)�(614102�277754�(23,498�1136�311)�13{8687�42.似

��303,611�262.022�435,884�6,417,915�5,704,130�2,994,898�2,941､ユ22�1,151､概1�劉､568�20,245,786�100.00

全�計�67192�74739�41607�775151)�1085,342�550.671�491877�89143�1971�3.177693�10000

����㌉�����㈹�����〉�������

��(141931���1.902100〕��1042548���91114��

���1,501.29��2.1531.7028.ユ7���14.7914.53��5,690.17��

国�化率��Z1ユ②35)��(L31)(24.39)(34.16)���(17.33)(岨48〕��(2.81)(α06)��

����������㌲�����

��46���59.86��328王��2.87���

注2,076理茜可採埋蔵炭量(734)葵収炭量

でその概要は昭和31年3月に｢回本の眉炭資源一

埋蔵炭鑑炭質調査概要一｣として公表されている.

いま上記の資料にもとづv'て①採掘上の問題を考

慮した炭量区分別の埋蔵量②確実度による炭量区分別

の埋蔵量および③炭田別･炭質別の埋蔵量(理論可採

埋蔵炭量および実収炭量)を表示するとそれぞれ第

7表第8表第9表のとおりである.

す在わち理論可採埋蔵量については全石炭埋蔵量

が約203億トンそのうち原料炭となるBl,B2,C級炭

は約126億トン(約62%)実収炭量については前者

が約32億トン後者では約19億トン(約60%)となって

いる(第14図).また同じ理論可採埋蔵炭量について

通産省眉炭局縄｢日本の石炭資源｣による

確実度別の区分による全石炭の埋蔵量と原料炭(B1,

B｡,C級炭)の埋蔵量をみると確定炭量については

それぞれ58.6億トン36.0億トン(約60%)推定炭

量は29.4億トン16.9億トン(約57%)予想炭量では

115億トン73億トン(約63%)となっている.

わカ幅の原料炭は主として北海道と九州とに賦存し

ていることについてはすでに述べたとおりであるカミ

さらに上記の両地方について各炭団別の理論可採埋

蔵量を図示すると第15図のようである.この図でわ

かるようにBlB･C各炭種ごとの炭量は両地方と

もほぼ同じである.北海道については石狩炭田がほ

とんどその大部分を占めており九州につV'てはB｡級�
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策10表擁実度別深度別埋蔵炭量区分

賦

存深

度

(浅)

↓

(深)

確実度

深度別確実度別

1類(現在の採掘限界深度内)

2類(将来の採掘限界深度内)

(大)

→(小)

確定

u』一目｡

灰里

確定炭量第1類1署

確定炭量

第2類

以下

推定炭量

推定炭量第1類

推定炭量第2類

予想炭量

予想炭量第1類

予想炭量第2類

のものでは三池炭団C級炭については筑豊炭田が

それぞれなかばに近い埋蔵量をもっており三池･高島

両炭剛こはC級炭は賦存し狂い.

上に述べた石炭局による全国埋蔵炭量炭質統計調

査は全国にわたってできるだけ統一された計算基準

にもとづいて行なうことが必要なのでいくつもの基準

や規制(日本工業規格炭量計算基準JISMユ002)をも

うけている.すなわち物理的なものとしては確実

度によるもの炭丈(炭層の石炭部分の厚さ)によるも

の深度によるものなどカ三ありさらにある程度経

済的な条件をも考慮している.物理的な基準にもとづ

v･て算出したものが理論上の炭量であり経済的な条

件をも考慮して算出したものが実収炭量ということに

なる.前者に関してはもしも地質的な判断に誤り

カミなければ本質的には正しいものとみられるが実収

炭量については問題カ茎ないとはいえない.いうまで

も匁く経済性ということにたるとそのときどきの経

済的な条件によって実収炭量の数値はかわってくるで

あろうことは当然である.したがって上に述べた計

算基準(とくに経済的条件を考慮した規制･基準)をつ

くった当時において当然採掘できるとみなされた実収

炭量も現在のように石炭の価格を下げなければ苓ら

なくなったり鉱害補償費がきわめて高額にのぼるよう

になったりあるいは機械化採炭の推進によって出炭

能率を大いに向上させなければならないといった諸問

題によってかつては十分採算カ茎とれて採掘できた炭量

1且脇1

���

第14図

全国炭質別理論可

採壊蔵炭量

〔石炭局の資料(昭

和31年)から作成〕

(実収炭量)の中にもいまや採算赫とれないものも含

まれるようになったといった事態カミ生じてきた.し

たがって実収炭量を正しく算出するにはきわめて困

難なことでほあるカミよりいっそう複雑でしかもきび

しい条件をつけて行なわ荏ければならない.なお上

記の炭量基準(JIS)において算出された炭量を使用す

るさいには“自然条件や経済的価値を十分考慮するよ

うに"と明記してv'ることを忘れてはならない.

生産と籍総

生産高わカミ

国の全石炭の生産高

は第11～13表およ

び第16図に示すよ

うに昭和33年度

4,848.9万トンその

うち原料炭は866.5

万トン(約18%)で5

年後の37年度には全仰

石炭生産高5,358.7

万トンに対して原

料炭ほ1,131.7万ト

ン(約21%)となって

おりこの期間にお

ける原料炭の全石炭

生産高に対する割合

いは漸増の傾向をた

どってv･る..この

傾向はわが国製鉄

業の隆昌にともなう

コｰクス消費の増量

に比例している

(第17図)'第11～

13表からわかるよう

にわカ酒の原料炭

瑚H{』1｣6

は本土からほ産出せ･川･

冊6柵

ずもっぱら北海道北漉逝九州

B1回,C

畷;屡璽晒瀞｡糀

第15図北海道･九州炭田別原料炭理

論可採埋蔵炭量

(石炭局:日本の石炭資源に

もとづv'て作成)
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策11表

年度別炭種別出炭

�������(単位ユ,000トン)

灰種�������

�出炭��原料炭����

年度��計�強粘精炭�弱粘結炭�一般炭�無煙炭�せん石

㌳��������㌉���㌷����㌹��

㌴������㈹�㌰�����㈶����㌳�

㌵�㈬����㈷�����〉㌹�����㌷�

36�55オ413�u,788�569�1ユ,2ユ9�4ユ,252�1,9ユ0�462

㌷��������㈲����㌹�������

���`通産省大臣官房調査統計菩旧昭和37年度石炭コｰクス鮪計年報に｣:る)����

(通産省大臣官房調査統計部.昭和37年度石炭

コｰクス統計年報による)

と九州とに限られている.また原料炭の大部分は弱粘

緒炭で強粕緒炭は九州の佐世保炭(北松炭)と北海道

の茅沼炭田(茅沼炭)からごくわずかしか産出しない.

いま昭和37年度における原料炭の生産高を地方別に

みると第14表に示すように北海道の539万トンに対して

九州の593万トンでまだ九州の方が北海道より量的に

若干上回っているがこの差は年をおって縮少され近

い将来には北海道の古雅九州をおいこすようになるも

輸

入

炭

内

炭

無獲炭

一一般炭

原料炭

煽眉

無煙炭

･般厳

原

料

炭

弱粘繕炭

強粘篶炭

錦16図
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わが国における石炭の年度別語絵

〔通産省大臣官房調査統計部の資

料(昭和37年度)による〕

毒

＼

(単位ユ,000トン)

ooo別ン)

第17図

高炉銑の生産と

コｰクスの消費

(通産替調査統

計部の資料に

よる)

のと思われる.

�

工4

�

�

�

高炉銑生産

ソイ

■1

■11

�

･1

､･･111

��

�

��

1コｰクス消費

��

�

��

��

��

��

37年度

3233343536年度

鵠総状況わカ酒の原料炭はその大部分か弱粘

緒炭で強粘緒炭はごくわずかしか産出しないことは

さきに述べたとおりである.わが国の製鉄(高炉)用

コｰクスの製造にほ一般に強粘緒炭40～50%弱粘結

炭60～50%の配合炭を使用しているのでこのようなコ

ｰクスの製造に対する不可欠な強粘結炭は国外がら輸

入せざるを乏ない実状にある.

輸入原料炭(主として強蜻結炭)v･ま輸入

原料炭の国別の輸入高を年度別に示すと第15表のとお

りで輸入国の筆頭は米国でこれに豪仰トン連･カナ

ダ等カミづいている.

米国炭と数州炭米国炭カミ輸入原料炭の主体で

あることは従来とかかわりはないが年々その量的比

重は低下しこれにかわって豪州炭の比重が増大して

いる(第18図).豪州炭の輸入量カミ増大しているのは

米国炭に比べて価格淋割安であることとここ数年の高

炉銑の生産が飛躍的に増加したため強粘結炭はもち

ろん従来ほぼ自給することができた弱粘結炭もあ

る程度海外に依存しなけれぱならなくなりこれを豪

州から輸入することになったためである.昭和36年度

の豪州輸入原料炭は273万トンでそのうち強粘結炭

130万トン(48%)弱粘緒炭143万トン(52%)とな

っている.37年度は鉄鋼の減産によって輸入弱粘

結炭の量は少なく在ってはいるがそれでも豪州輸入

炭の25%は弱粘結炭によって占められている.

国内原料炭と輸入原料炭前者(主として弱粘緒炭)

と後者(主として強粘結炭)との量的割合いを示すと�
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策12表

地方別(炭田別)石炭生産高(亜炭を除く)

��炭砿易������������蝉位トノ������������

��������原料巌���������池輿･杵チ���������

���出炭��������������婁･ξ的値���������

������������一般炭�無擾炭�����12��16������

��������������せん右���������16���

�巌田別����計���強粘繕炭��弱粘緒炭��������8�一､､�������

���������������������一･�����

�全国��54,587.357��11,3ユ7,12��������������､�������

��������321,765��10,995,356��39,901,809�1,869,162������､�ユ{������

��������������499.265�����､�������

��計�20,865,497�5,3S7.785����83,596�������������､��27���

����������5,304,192��14.4η,709�一�■�������､�����

北���������������������､�����

��石狩�15,208,284��5,304.192�����5,304.192������������､����

��������一����9,904,092�1�■������������

海��釧路�2,鯛S,85{��一���一��i��2,688,854�･�…������������

��留崩���������������米圃炭���������

���1,442,幽3���������������80��������

�����`���'��■��1,442,843�一�■������������

道��天北�3?2,836�����������������?0������

�����一���一��一��372.836�一�一���������57���

��茅沼�1,152,6SO���83,596��S3,596��`��69.084�一�一������������

��計�3,924.265��一���������������������

�東�������一��一��3,869,939�54,326�一������������

本��粛磐�3,837,47呂��一���������������������

�部�������一��i��3,837,〃8�一�一������������

��その他�86,787��一�'����一��32,461�54,326������`･■●�������

��������������一�������･…■�����

��計�3,033,699�����������������33353碑更������

�����一���������������������

�西������一���`����������������

土������������1,946,幽1�1086858�一������第19図原料炭の需絵������

��山1=1�3.O01.141��一���������������������

�部������一���一��1,945,462�1,055,679�一������(通産省調査続計部の資料による)������

��その他�32.558�����������������������訪レ

�����■��一���一��1,379�31179�一���������､���{o⑪

��計�26,763.896��5,929,333���238,169��5,691,164�����������/���＼��

������������19,607,320�727978�{99265�������1���､��

���������������蛤�����������伽

���������������入������一�����

九��帆豊�12,089,365��2,387,570��一���2,387,570��8,873,344�329,186�499,265�撲�､､����������

�����������������､1､■�����^.¶����棚

��福岡�901,931��一��一�����901,93工���至�������三����

����������一���一�一�と�､､���1�������

��朝倉�������������L���������婁ト��側o

���狽0,975��一��一�����40,9?5���て��､､■､!'､'���圭������

����������'���i�一������=������

���������������強�����､������

��三池�4,152.200���645帯936���������軸���目一田��������.{oo

�������一���645,936��3,506,264�一�一�儲�����������

��唐津�2,692,826�203,599���i���203.599��2.48§｡227���僕〕������'''��c刷一一一軸���2oo

�������������一�一������������

�����������������毒��一.`�������

��佐世保�3,341.885�257,594�������������､}!､`､�}��������

��������238,169�自一田�����������������

州����������工9,棚5��3,084,291�一�������筥一弔����'��

���������������国�����������｡O00

��������������一������������

��崎戸･商島�3,145,922��2,434,634�����2,434.63孝�����内�����一������

�������i�����711,288�一�一�煤{���一一､��������㎜

��天章�398,792��一��一��������…i三}��c岨『�竺��������

����������一��一�398792�■���『���:宇,｢������

�����通産省大屋官房調査統計部昭和37年度石炭コｰクス統計年毅による)����������〔���ξ賀��■��冒稻『��冒蜆'��600

���������������て�○ト固������i����

���������������蝸���=≡������一��

���������������

���������������棚�����������

���������������儒�����������

��������第13表昭和37年度地方別(炭醐11)カロリｰ別原料炭出炭量�������些�����������㎝

�������������������333蝸茗6������3年虞1�

��オ回リｰ易1���HI守山1･･���������������������

���計��8,OOOHIl�8,OOト��7,500一��7,ooト��6,500一��������(通産省調査統計部の資料による)������

蜘1閉�������7.500��7,OOO��6,500�6,OOO������るカミそのうち実際に消費されたのは約1,050万トンで��������

�北海遣��5,387｡?88��512.609��3,483,275�1,325,152���66.752���������������

��������������

�石狩��5,30{,192��512.609��3,399,679�����������ある.いまこれポどの方面(産業)にどれだげ消��������

�㌲�������������������

�茅沼��83,596����S3,596�����������費されているかを示すと第16表のとおりである.こ��������

��,…一�1一』一'�･一`����������������������

�九州��5,929,333��L170��2,蝸2,709�3,201,661��293冒754���3冒�������������

�u一一山^'■I�����������������の表でわかるように鉄鋼業にそのおよそなかばの450��������

�����^1'11'■皿'��■'一■�������������������

�肺1111帆1.乱������������川^�������������

���2,3肌570����169,662�2,06L455��I56,妬3����������������

��池�蝸,936����264,149�����������万トンが使用されしかもその大部分が高炉用に消費さ��������

����������������

�磨111��203,599������201,599���������れている.これについで消費量の多いのは電気･ガ��������

�佐世保��257,594��L170��9,030��110,05{�����������������

�岬パ･松1;北���������i37,301���39�������������

���2,434,舳����1,989,868��4仏766���������ス･水道業の約340万トン石油･石炭製晶製造業の約��������

�1高狐�������������������������

�全圃��1L317,12]��513,779���5,915,98{4,526,813��360,50后���39�170万トンである.������������

�����擁省大臣官麟繍締:召和37年腕炭･コｰクス統1f年報による)���������������������

(通産省大屋官房調査統計部:昭和37年度石炭･コｰクス統計年毅による)

第13表昭和37年度地方別(炭醐11)カロリｰ別原料炭出炭量

峰位レ)

第19図のと串りである.両者とも年ごとに増加してお

り最近にほぼ同額に在っている.輸入原料炭の量カミ

しだいに国内原料炭に比べて増量する煩向にあるのは

製鋲企業の規模の増大(とくに溶鉱炉の大型化)ととも

に.強粘結炭の需要が増しとくに品質の優良なもの

(灰分･燐1硫黄の含有量カミ少なく壊裂強度の高いも

の)がますます必要となってきたことによる.

国内原料炭⑳消髄状況昭和37年度における国内産原

料炭の生産高は上述したように約1,130万トンであ

第18図米国炭と豪州炭と

の輸入割合(%)

37年皮

第19図原料炭の需絵

(通産省調査続計部の資料による)

3抑虞

(通産省調査統計部の資料による)

るカミそのうち実際に消費されたのは約1,050万トンで

ある.いまこれポどの方面(産業)にどれだげ消

費されているかを示すと第16表のとおりである.こ

の表でわかるように鉄鋼業にそのおよそなかばの450

万トンが使用されしかもその大部分が高炉用に消費さ

れている.これについで消費量の多いのは電気･ガ

ス･水道業の約340万トン石油･石炭製晶製造業の約

170万トンである.

わが国原料炭鵠給の将来

石炭資源はよく知られているように徒来おもにエ

ネルギｰ源として使用され重要た役割りを果たしてい

るが最近その需要は液体燃料(石油)や気体燃料(天�
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質をも含む)の需要カミ増大することは必然的なことであ

る.･わが国の石炭資源の全エネノレギｰ資源供絵高に占

める比率はいまのところ低下路線をたどってはいる

がその消費量の絶対量はかならずしも従来より減

少しておらず将来といえども現在の供給量(約5,500

万トン)より減少するものではないであろう.

製鉄用コ田クス用炭(原料炭)ここ数10年来世界

各国とも製鉄用還元剤を石炭コｰクスに依存しており

鉄鋼の生産拡大に比例して原料炭の需要量は増加して

v･る.とくに最近の鉄鋼生産は急激に増大しその

ために原料炭の需要も急カｰブで上昇している･19

64年における世界の石炭生産高は約17億トンでそのう

ちおよそ20%(約3,5億トン)が製鉄用コｰクスを造

るために使用されているといわれてい亭.

わポ副こおv'てもさきに述べたように全エネルギ

ｰ源中の石炭資源の占める割合いは年々減少して昭和

27年度'こ50%を上回っていたものが37年度には33･3%

に減少している.しかしなカミら製鉄用コｰクス用炭

(原料炭)の需要が年をおって増加していることは第

17剛こ示したとおりである.原料炭の一般性質の章で

─

�伀

�

⑤

④

③

､

①､

､

①石錠､

②褐炭

③石油

④天然ガス

⑤水力

§§§§§婁§

欝20図

世界におけるコ=ネルギｰ源

別供給比の推移

(科挙技術庁資源局漏:世界エネ

ルギｰ需給と原子力の役割によ

る)

第21図

わが国におけるエネルギｰ

源別供給比の推移

〔産業構造調査会:総合エネルギ

ｰ部会報告書(昭和38年)から

作成〕

1誌

�����凹招2･32島7犯仰隼艇��

���水��力��

������''�'多二!

薪炭�����'2'森杵��

�����布滴��

����迎���

�����一埠��

�耳]�炭���柵��

����(国内�炭)��

仰隼艇

述べたように製鉄用コｰクスの原料として強粘緒炭

以外の弱粘結炭や非粘結炭さらに褐炭からも製造する

研究のうちにはある程度成功しているものもあるがそ

の大部分はまだ試作･実験の段階にあるとみてよい.

したがってここ当分の間強粘結炭の製鉄用コｰクス

の原料としてのいわゆる原料炭の価値が堅持されること

はまず確実とv･わ狂けれぱならない.

わが国の原料炭資源はすでに述べたように強粘結

炭に恵まれることきわめて少ないカ茎弱粘結炭には比較

的恵まれ全石炭理論可採埋蔵量のおよそ62%に当る

125.6億トンの埋蔵量を包蔵している.その生産高も

昭和37年度においては全石炭生産高5,360万トン中

弱粘緒炭カ茎その約20%に当る1,100万トンに達している.

石炭資源は地下資源に恵まれていないわカ幅にとっ

て石灰石資源とともに比較的恵まれている方で同

じくエネルギｰ資源ではあるが最近急速にその比重を

増してきている石滴資源カミもともとわカ酒に恵まれる

こときわめて少ないのかあるいは探鉱が不十分なため

なのかはさておくとしてもその生産高は需要量の1

%にも達しない状態であるにもかかわらず石炭資源の

開発に若干の停滞カミ見られるのは国内エネルギｰ資源

の確保と〉･う見地からまことに残念狂ことといわねぱ

ならない.

わカ酒石炭資源についての問題点の一つはこれを

いかに合理的に低コストで生産するかである.この

ことはたゆまざる努力による生産技術の向上などによ

って近v･将来かならず解消され石炭鉱業カ法定産業

の一つとして再び曙光を浴びることを信じたい.昨

年の10月東京で開催された国際石炭大会において世

界のそれぞれの権威剤こよって強調された将来における

石炭資源の価値につv･ての明るい見とおしはまだ多く

の人々の耳にはっきりと残っていることであろう.

眉炭資源探査の必要性

ここ数年来エネルギｰ資源としての石炭は石油の

急激狂進出によってその牙城を大きくおかされてきた

この現象は汎世界的なものでいわゆるエネルギｰ革命

と称せられている.わカミ国の石炭業界もこの世界的

な荒波の襲撃からのがれるわけにはゆかなかったことは

周知のとおりである.ここにおいて政府は昭和42

年度以降のわが国の石炭生産高を5,570万トン(原料

炭はその約30%の見込み)としてこれを確保し同時

に石炭のトン当たり価格を現在より1,200円さげて

石炭鉱業を一つの安定した産業にするという政策をうち

だした.そのためには能率のわるい炭鉱をとりっぶ�
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してこれを政府ポ買いあげ将来性のある炭鉱をもり

たてるといういわゆるScrapandb洲d方式が採択

された.ここにおv'て各炭鉱会社は強力な次席の.

支援のもとに自らも石炭鉱業の合理化を必死になっ

て推進しともかくも赤字経営を脱却して黒字経営

にするべく努めた.そのため炭鉱会社としてはつ

ねに心添けておかねぱならないはずの炭層の探査に対

してある程度これをぎせいにせざるを得なかった.

その結果ある炭鉱会社においては直接企業の対象と

なる確定炭量の確保の点で一抹の不安をもたらすとい

う事態も生じかけた.しかしな添らv'わゆる石炭鉱

業の合理化という難事業も着々とその効果をあらわし

いまや多くの大手炭鉱会社の合理化事業は一段落し

た感がある.そしてこれらの各炭鉱会社はこれま

第14表昭和37年における炭国別原料炭出炭

炭田別�全出炭量トン�原料炭出炭量トン�強粘緒炭�弱粘結炭

全国�53,587,357�11,317.121�321,765�10;995,356

�����

北海道�19,865,497�5,387,788�83,596�5,304,192

石狩�15,208,284�5,30星1192��5,304,192

茅沼�152,682�83,596�83,596�

九州�26,763.896�5,929,333�238,169�5,69L164

榊曲双里�12,089,365�2,387,570��2,387,570

三池�4,152,200�645,936��645,936

唐津�2,692,826�203,599��203,599

佐世保�3,341,885�257,594�238,169�19,425

崎戸･高島�3,145,922�2,434,63星��2,螂,634

でに手をぬいた感のある炭層の探査に再び力を注ぐ気

配沸十分うかがえる.･そもそも炭層の広カミりは有限

であるうえ炭層の生成機構上深部に進むにつれて

炭層状態ほいまより悪化する宿命を背負ってv'る.た

とえぱわポ国最大の石炭鉱床である三池炭鉱のそれも

第57図に示したようにその酉限は有明海域内に伏在

しているとみなされ多くの稼行炭層はまず現状よりも

よくなるという期待カミほとんどないものと思われる.

一つの炭鉱カミ企業として永く栄えるためには良質

の石炭カミ安定した地質条件のもとに多量に賦存して

v･ることカミ必要であることは述べるまでもなv･.〉･か

に良質の石炭カ茎安定した自然条件下に員武存しており

そしていかに採掘技術力茎進歩し選炭技術が向上して

も採掘の対象となる石炭の量赫乏しけれぱとうてv･

大きな発展は望めない.石炭の採掘かますます機械化

し出炭能率が向上するためにはまずもって炭層の賦

存状況を明確に把握し企業赫必要とする炭量を確保し

ておか広けれぱなら拙'.数年の歳月を費やし巨費

を投じて新設した立坑がいざそれが竣工したさいは

第16義昭和37年国内原料炭消費状況

緯単位1,000トン

壕*"トン

����������炭種別����原料炭**�

�石狩茅沼�15,208.284152,682�5,30星119283,596����5,304,192����全石炭*����

������83,596���産業別���計�灰分8%以下�灰分8%超10%以下�灰分17%超

����������潴災者向�52.ω9�10,461.461�6,585･533�3,036,340�839.308

�九州榊曲双里三池�26,763.89612,089.3654,152,200�5,929.3332,387.570645,936���238,169����1鰻藁�28�35�15�20�一

�������5,69L1642,387.570645,936���2林業･狩猟業�2�40��40�一

����������3漁繁･水産業�25�3,147�7�1,688�1.452

����������･(義鱗その庸�280�2,150�955�1.231�764

����������5建設業�39�521�356�162�3

�唐津佐世保崎戸塙島�2,692.8263,341.8853,145,922�203.599257.5942,434,63星���238,169�203.59919.4252,螂,634���食料品製遺業�1,13ユ�1,570�276�703�591

����������繊維工繁�974�3,794�1,413�769�612

����������パルプ･紙加工晶製造業�2,053�1.1?4�1,104�69�1

���(芯族･コｰクス統計年報昭和37年度による第15表原料炭の年度別国別輸入状況�������化学工業�3.924�25,493�1.271�10,608�13,614

����������石油･石炭製晶製遣業�5,003�1,696,006�856,382�411,345�428,279

����������ゴム製晶製造業�240�283�1�一�282

�������(単位:トン��������

�年度別�33�34�35��36�37���窯業･土石製昂製遺業�3,781�253,578�25,977�134,473�93.128

團別���������������

�総人漕�431{664�5671063�8595亀72��12030392�1083垂轟73�6製造業��高炉による製鉄誰�5,355�4,9星3,796�3,532,024�1,396,181�15,591

�一般炭�88435�■��2S6969�似5121�一��鉄鋼業�その他�250�65,298�63,701�1.072�525

�無煙炭�416,807�555352��809146�1224602�1030253��������

��3,809,422�����(1,067,042)9804020���･』･計�5,605�5,009,014�3,595,725�1,397.253�16,116

�原料炭��5,115,711�7,499,357��10,360,669���������

����������非鉄金属製造業�267�5,368�4-670�420�278

����������金属製昆製造業�64�2,256�1.747�301�208

����������諸機械製造業�233�7,{08�4,869�2,324�215

�米国豪州ソ連カナク中共台湾ニュｰジｰラン中西ドイツ�3.04?｡ユ21318･466326.8515.27475.58931.3594,762.�3,966.019584.644349,145工27,075-46,709-42119�5,046.8641,319.819595.876450.728165.39520,6?5一��6,132.8342,725.832886.298510.79344.61549,0む011,297一�(150,938)5,551,020(696,060)2,616,王93(220,O仏)979,仙8498.249113.24045､§00一一���その他�188�3,298�1,941�ユ,298�54

����������･｣･計�23,46名�7,009.31?�4,星95,376�1,959,563�554,378

����������?運輸通信業�3,430�16,741�1,109�15.173�459

����������･葉気金ガ嚢�21,098�3,418,055�2,082,941�1,054.35工�280,763

���)は弱粘結炭f漏麿省.太庫官房窮本端童十部=昭和37年唐石脱･コクス統卦年郵1･上る､�������･亀も島房謝�4,044�iO,375�4,774�4.112�1,489

(芯族･コｰクス統計年報昭和37年度による)

第15表原料炭の年度別国別輸入状況

()は弱粘結炭

(遡産省犬臣官房調査統計部:昭和37年度石炭･コｰクス統計年報による)

(通産省犬臣官房調査統計部:昭和37年度石炭･コｰクス統計年報1二よる)�
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じめて炭量に満足すべきものがないことポ判明したとか

あるいは地質条件がきわめて不良であるとかというこ

とがわかってその立坑が有効なものでなくなったとし

たらその炭鉱会社のみならず炭界さらには国家的

にも大きな損失であるといわざるをえないであろう.

したポって各炭鉱会社においてほその企業に必要

な炭層の探査(企業的探査)が絶対に必要で自社の

財産(石炭)がどこにどのよう在状態でどれだけ

の量沸あるかということを常時把握しておかなけれぱ

第22図音江山地

ならない.

他方国の調査機関としては個女の企業体のことは

さておいても石炭資源を地域的に大きくしっかり

と把握しておく責務茄ある.これらの探査の結果得ら

れた資料を基盤として植じめて合理的注力強い石炭

鉱業攻策カミうちだされるものといっても過言ではある

まv･.

政府機関による原料炭資源の探査

周辺の地質図
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従来政府機関として石炭資源を探査しているのは

地質調査所と石炭局とでこの両者の業務分担は後者

が企業に密接に関係している調査(開発基礎調査)を担

当し地質調査所はこの開発基礎調査の段階にまでも

ってv'くためのいわば先駆的調査研究を行なってい

る.かりにv'ま試錐を施行するとすれば石炭局のそ

れは開発試錐地質調査所のそれは構造試錐(または層

序試錐)とも称すべきものである.

眉炭局による開発基礎調査

石炭局においては戦後の石炭事情を考慮してこれ

までにいくつもの開発基礎調査を実施した.昭和25年

度から30年度まで6力年間にわたって行なわれた全国埋

蔵炭量炭質統計調査(昭和31年3月に｢日本め石炭資源

一埋蔵炭量炭質調査概要｣として公表)はさておくとし

ても最近には昭和33年度から37年度までの5年間

に実施された三池･石狩哨路3炭因の未開発区域に

ついての総合開発基礎調査添あり未開発区域の開発

に大きな推進力となった.この開発基礎調査は試

錐を主体としたものでその結果は昭和38年3月に

同局から｢炭団総合開発調査報告書一未開発炭田区域調

査概要｣として公表された.

石炭局ではさらにこれにgきつづいて昭和38年度

からμ年度にわたる7ヵ年計画をもってわカミ国主要

原料炭(弱粘緕炭)炭因の開発基礎調査を計画し目下
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これを実施中でる.またこの基礎開発調査には石狩

地区(石狩炭田)西彼杵地区(崎戸松島炭田と高島炭

田)と有明地区(三池炭田)ポその対象となっており

石狩地区以外はいずれもいわゆる海底炭困地域であ

る.この開発基礎調査も試錐を主体とするもので

初年度の38年度には石狩地区(石狩炭田夕張地区)に

2本延約2,000m西彼杵地区(崎戸松島炭田)に2本

延約2,000mを実施しいずれも所期の目的を達してい

る.39年度には石狩地区に11本(石狩炭田夕張地区

8本空知地区3本)延約9,000m西彼杵地区(高

島炭田)に1本約1000mを計画している.

今後さらにこの開発基礎調査カミ続行されればそれ

カミ終了する予定の昭和μ年度までにばわか国の原料炭

(弱粘結炭)の開発に対して多大の貢献をもたらすこ

とは疑いのないところでこの調査カミ計酋どおり実施

されることが切に望まれる.

第24図石狩炭田空知地区柱状図

地質調査所の原料炭(弱錯詰炭)調査･研究

さきに述べたように地質調査所の原料炭(弱粘結炭)

の調査･研究は上記石炭局の開発基礎調査の先駆的役

割りをなすものである.石炭局によって計画されてv'

る地域はいずれも地質調査所によってすでに調査ず

みのものかあるいほそれぞれの炭鉱会社によって

地質ならびぽ炭層の概査が終っている地域である.

地質調査所によって今後原料炭(弱粘結炭)の鮮

査･研究の場としてさしあたりとりあげらるべき地域

は⑪石狩炭剛ヒ部(空知川北側の音江山地域)②崎

戸松島1高島爾炭蘭の海域(西彼杵半島外海神)③高

島･天草両炭閏間の野母崎近傍海域(棒高周辺)などで

長崎県二子船積込場および貯炭場(三菱鉱業KK提供)�
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さらに将来のこととしては崎戸一松島高島三池3

炭田の西限を確認すること注どがあげられよう.

地質調査所による｢原料炭(弱粘結炭)炭田

周辺の地質学的総合研究

地質調査所は石炭局の上記｢原料炭(弱粘緒炭)炭

田の開発調査｣との密接狂関連のもとに｢原料炭(弱

粘結炭)炭田周辺の地質学的な総合研究｣というテｰマ

をとりあげた.その第1次計画として昭和39年～

41度(一応3ヵ年計画)にわたってまず上記⑪の石狩

炭岡北部(音江山地域)を対象に選び初年度の昭和39

年度にはとりあえず同地域南東部の班渓区域におい

て物理探査(地震探査測線7k㎜の予定)を主力と

して調査･研究を開始することにたった.次年度以降

は物理探査(地震探査測線3本延約26km)のほ

かに試錐(構造試錐5本深度おのおの1,200～1,500m)

を計画しこれらの探査によって得られる地質資料と

音江山地域周辺の既存地質資料とを総合的にとりま

とめて音江山地域における地質および炭層状況につい

て考察をすすめ石炭局による｢開発基礎調査｣に移行

させる所存である.

音江山地域は第22～24図に示したように石狩炭田

北部の空知川の北側にあって音江山を中心にして東

西約20km南北およそ15kmの広カ三りをもっている.

この地域の南側には酉から三井砂川･豊星･歌志内･

空知･赤平･赤間･茂尻･高根第一｡三井芦別荘どの

年産20万トン以上(昭和37年度)の炭鉱が相接して分

布しわカ掴におけるきわめて有力な原料炭ビルド炭鉱

地帯を形成している.

音江山地域の地質概況

音江山地域は音江･エノレムゲップ両山を構成してい

る第四紀の火山岩とその砕屑岩類によって広くおおわ

れているほか両山の山麓部には新第三紀鮮新世の滝

川層が比較的薄く分布している.しかし征がらこれ

らの新潮の岩層下に石狩炭田の主体を匁すところの含

炭古第三系(石狩層鮮)が伏在していることはこの地

域内における数条の谷川の底部に断片的ではあるが

石狩層鮮の一員とみなされる地層が上記の新期岩属下

に台頭露出していることやこの地域南側の既開発地域

の地質状況から十分推測され同時は原料炭(弱粘緒

炭)の賦存についても太いぼ期待される･この音江

山地域こそはわが園の陸域にのこされ危きわめて数

少ない原料炭未調査地域の一つである｡この地域が

これまで精査されたご&が匁かったもっとも大きな理南

はこの地域は上述したように火山岩その他の新期の

岩層におおわれておって石狩層群の状況を推知するこ

とがきわめて困難であることによるものである.こ

れを解決するにはまずもって物理探査試錐(構造試

錐)の組み合わせ調査研究にまつよりほかなはない.

原料炭(弱粘結炭)の今後の調査地としてはさきに

述べたように九州の西彼杵半島の西側海域野母崎近

傍の樺島周辺および有明海西部の3海域(いずれも海

底炭田)カミその対象になるであろう.しかしながら

これらの海域における地質とくに炭層状況を知るため

には主として船上からの探掘り試錐(深度1,O00m内

外)に頼らざるをえない現状でわカ掴原料炭(弱粘結

炭)の探査にはこの試錐船の早期建造こそもっとも

望まれるところである.

付記炭閏ガス

原料炭(弱粘結炭)炭田には炭層中や炭層間および

上盤の砂岩層中にあるいは遊離ガスとしてあるいは

また吸着ガスとしてメタンガスカミ多量に含有されてい

る.か在りの数の原料炭(弱粘結炭)炭鉱ではζれ

を採取してボイラｰ用や化学工業原料用に利用して

いる.このメタンガス鉱床は炭層ときわめて密接な成

因的関係にあって多くの場合両者は同一鉱床とみな

されているが炭団ガス鉱床については後目稿を改

めて述べることにしたい.

(筆者は燃料部石炭課長)
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